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能
の

美
み

ふるさとミュージアム� （寺
てら

井
い

町
まち

）

縄
じ ょ う

文
も ん

体
た い

験
け ん

をしよう

古
こ

代
だい

人
じん

や昭
しょう

和
わ

の生
せい

活
かつ

と古
こ

墳
ふん

をさぐる

火
ひ

おこしなど手
て

軽
がる

に体
たい

験
けん

できるわよ。

何
なん

度
ど

でも行
い

きたくなる身
み

近
ぢか

な博
はく

物
ぶつ

館
かん

なのだ。

古
こ

代
だい

人
じん

にとって火
ひ

はとても大
たい

切
せつ

なものだった。「舞
まい

ぎり式
しき

」火
ひ

起
お

こ

し体
たい

験
けん

にチャレンジしてみよう。

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

石
いし

川
かわ

県
けん

ではじめて旧
きゅう

石
せっ

器
き

時
じ

代
だい

の石
せっ

器
き

を発
はっ

見
けん

したのは、能
の

美
み

の

中
ちゅう

学
がく

生
せい

だった。展
てん

示
じ

室
しつ

では、石
いし

でつくった槍
やり

の先
さき

が展
てん

示
じ

されて

いる。その薄
うす

さを実
じっ

感
かん

したい。

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

和
わ

田
だ

山
やま

のふもとにある「のみふる」だが、六
ろっ

角
かく

形
けい

の形
かたち

をした体
たい

験
けん

棟
とう

の建
たて

物
もの

に注
ちゅう

目
もく

。出
しゅつ

土
ど

品
ひん

の形
かたち

をイメージしてデザインしたものだ。

展
てん

示
じ

室
しつ

では、その「六
ろく

鈴
れい

鏡
きょう

」を見
み

つけてみ

たい。

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

鉄
てつ

製
せい

の武
ぶ

器
き

や武
ぶ

具
ぐ

や農
のう

工
こう

具
ぐ

は、それまでの木
き

や銅
どう

で

作
つく

ったものとは比
くら

べ物
もの

にならないほどの威
い

力
りょく

があるも

のだった。能
の

美
み

市
し

では鉄
てつ

製
せい

の甲
かっ

冑
ちゅう

が 4つも出
しゅつ

土
ど

してい

る。

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

昭
しょう

和
わ

の農
のう

家
か

の家
いえ

が再
さい

現
げん

されている。玄
げん

関
かん

を

入
はい

ると居
い

間
ま

があり、いろりを中
ちゅう

心
しん

に様
さま

々
ざま

な

道
どう

具
ぐ

が暮
く

らしの様
よう

子
す

を伝
つた

えてくれる。

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

能
の

美
み

電
でん

の愛
あい

称
しょう

で根
ね

上
あがり

・寺
てら

井
い

・辰
たつのくち

口の旧
きゅう

３ 町
ちょう

をつない

でいた電
でん

車
しゃ

コーナーだ。実
じつ

物
ぶつ

の電
でん

車
しゃ

のある「のみでん

広
ひろ

場
ば

」（倉
くら

重
しげ

町
まち

）とあわせて

見
み

てみたい。

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく上

じょう

空
くう

からの全
ぜん

景
けい

石
せっ

器
き

火
ひ

起
お

こし体
たい

験
けん

鉄
てつ

製
せい

の甲
かっ

冑
ちゅう

電
でん

化
か

製
せい

品
ひん

が広
ひろ

まる前
まえ

のくらし 能
の

美
み

電
でん

が走
はし

っていた時
じ

代
だい
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データ

能美ふるさとミュージアム
電　　話	 0761-58-5250

開館時間	 9：00～17：00

休 館 日	 毎週月曜日  第3火曜日

	 （休日の場合翌日開館）

入 館 料	 高校生以下　無料

メ　　モ	 歴史の広場とすぱーく

寺井（予約必要）で休憩

できる。 SDGsへの取り組み

能
の

美
み

ふるさとミュージアムの横
よこ

幕
まく

さんの話
はなし

　能
の

美
み

ふるさとミュージアムは、能
の

美
み

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

の貴
き

重
ちょう

な出
しゅつ

土
ど

品
ひん

をはじめとして、歴
れき

史
し

や自
し

然
ぜん

について学
まな

んで未
み

来
らい

へ

つないでいく博
はく

物
ぶつ

館
かん

をめざしています。

　見
けん

学
がく

では、事
じ

前
ぜん

に「のみふる」の展
てん

示
じ

物
ぶつ

をある程
てい

度
ど

調
しら

べ

ておくといいです。実
じつ

物
ぶつ

をみると興
きょう

味
み

が一
いっ

層
そう

わいてくる

でしょう。展
てん

示
じ

物
ぶつ

をよく見
み

て観
かん

察
さつ

して気
き

づいたことをメ

モしておこう。当
とう

時
じ

の人
ひと

々
びと

の様
よう

子
す

や今
いま

のくらしとのちが

いを考
かんが

えてみてください。

　体
たい

験
けん

できることもこの博
はく

物
ぶつ

館
かん

の特
とく

徴
ちょう

です。ぜひ、やっ

てみてください。

エントランスホールの地
ち

図
ず

エントランスは航
こう

空
くう

写
しゃ

真
しん

のフロアーだ。QRコードで自
じ

分
ぶん

の住
す

んでいる場
ば

所
しょ

を確
かく にん

認してみよう。

秋
あき

常
つね

山
やま

1 号
ごう

墳
ふん

のジオラマ

「造
つくり だし

出」（写真手前）とよばれる約１０ｍ四
し

方
ほう

では、儀
ぎ れい

礼が行
おこな

われていたようだ。

「能
の

美
み

」と書
か

かれた土
ど

器
き

（復
ふく げん

元）

縄
じょう

文
もん

土
ど

器
き

弥
や よ い

生土
ど

器
き

六
ろく

鈴
れい

鏡
きょう

直
ちょっ

径
けい

10. 4 ㎝の鏡
かがみ

。ふちに 6個
こ

の鈴
すず

がついている。中
ちゅう

央
おう

に

ひもを通
とお

す穴
あな

があけられている。鏡
かがみ

の文
もん

様
よう

にも注
ちゅう

目
もく

して

みよう。（京
きょう

都
と

国
こくりつ

立博
はくぶつかん

物館所
しょぞう

蔵）

能
の

美
み

の誕
たん

生
じょう

能
の

美
み

ふるさとミュージアム 国
くに

づくりと古
こ

墳
ふん

エントランスホールのフロアーに大
おお

きな

能
の

美
み

市
し

の航
こう

空
くう

写
しゃ

真
しん

が足
あし

元
もと

に広
ひろ

がっている

のだ。

能
の

美
み

が誕
たん

生
じょう

するまでの展
てん

示
じ

室
しつ

にさっそく

入
はい

ってみよう。思
おも

ったよりうす暗
ぐら

い。古
こ

代
だい

に入
はい

り込
こ

んでいく感
かん

じで、静
しず

かなのだ。

これは、秋
あき

常
つねやま

山 1 号
ごう

墳
ふん

のジオラマなの

だ。

上
うえ

から見
み

ると、墳
ふんきゅう

丘が 3 段
だん

に積
つ

み上
あ

げ

られ、ふき石
いし

が並
なら

べられているようす

がよくわかるのだ。

前
ぜん

方
ぽう

後
こう

円
えん

墳
ふん

の和
わ

田
だ

山
やま

5 号
ごう

墳
ふん

の出
しゅつ

土
ど

品
ひん

は、

必
ひっ

見
けん

なのだ。 2
ふ た り

人の兄
きょう

弟
だい

をほうむった

ものなのだ。鉄
てつ

の武
ぶ

器
き

、武
ぶ

具
ぐ

など豊
ほう

富
ふ

な副
ふく

葬
そう

品
ひん

にびっくりなのだ。

対象：６年生

調
しら

べてみよう

・どんな石
せっ

器
き

でつくられた道
どう

具
ぐ

があるでしょうか。

・縄
じょう

文
もん

人
じん

は、どんな調
ちょう

理
り

をしていたでしょうか。

・縄
じょう

文
もん

土
ど

器
き

と弥
やよい

生土
ど

器
き

のちがいを調
しら

べてみよう。

・古
こ

墳
ふん

の出
しゅつ

土
ど

品
ひん

から人
ひと

々
びと

の生
せい

活
かつ

を想
そう

像
ぞう

してみよう。

・「能
の

美
み

」の地
ち

名
めい

は、いつ頃
ごろ

、誕
たん

生
じょう

したでしょうか。

・「能
の

美
み

」と名
な

づけられたのは、どんな意
い

味
み

があるか予
よ

想
そう

してみ

よう。

秋
あき

常
つね

山
やま

1 号
ごう

墳
ふん

の前
ぜん

方
ぽう

後
こう

円
えん

墳
ふん

や和
わ

田
だ

山
やま

5

号
ごう

墳
ふん

の鉄
てつ

の武
ぶ

具
ぐ

の出
しゅつ

土
ど

品
ひん

から、「加
か

賀
が

の

王
おう

」とヤマトの王
おう

権
けん

との関
かん

係
けい

が深
ふか

かった

ことが予
よ

想
そう

できるよ。国
くに

がどうやって

できたかがわかってきそうだわ。

副
ふく

葬
そう

品
ひん

を見
み

ていると当
とう

時
じ

の人
ひと

たちの生
せい

活
かつ

や政
せい

治
じ

の様
よう

子
す

がわかるね。六
ろく

鈴
れい

鏡
きょう

は

和
わ

田
だ

山
やま

1 号
ごう

墳
ふん

から出
しゅつ

土
ど

したわ。デザイ

ンがステキでしょう。鏡
かがみ

の表
おもて

はピカピ

カしていたでしょうね。

縄
じょう

文
もん

人
じん

がどのように調
ちょう

理
り

していたかを

再
さい

現
げん

した動
どう

画
が

があるわよ。「縄
じょう

文
もん

鍋
なべ

」の

土
ど

器
き

などの道
どう

具
ぐ

の使
つか

い方
かた

に注
ちゅう

目
もく

してね。

弥
や よ い

生時
じ

代
だい

になると米
こめ

作
づく

りがさかんに

なったのだ。お米
こめ

は、どうやって食
た

べ

ていたのだ？。弥
や よ い

生土
ど

器
き

の使
つか

い方
かた

にヒ

ントがあるからよく見
み

るのだ。なるほ

どと思
おも

うぞ。

「能
の

美
み

」とスミで書
か

いた土
ど

器
き

は、必
ひっ

見
けん

だ

わ。平
へい

安
あん

時
じ

代
だい

のものだよ。

これが「能
の

美
み

」と漢
かん

字
じ

で書
か

かれたものと

して一
いち

番
ばん

古
ふる

いものだよ。

造
つくり

出
だし
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SDGsへの取り組み

ノミコビトがでてくるプロジェクションマッピング

山
やま

から海
うみ

までいろいろな生
い

きものがいるジオラマ

音
おん

声
せい

ガイド スイッチをおすと

においがかげる。

能
の

美
み

のしぜん

居
い ま

間のまん中
なか

にあるいろりには、黒
くろ

光
びか

りする鉄
てつ

びんがさがっているね。上
あ

げ

たり下
さ

げたりできるカギに下
さ

げられて

いるよ。これを自
じ

在
ざい

カギとよぶんだね。

山
やま

では、池
いけ

のまわりの木
き

の上
うえ

にたまご

をうむ、めずらしいカエルがいるのだ。

池
いけ

のようすをのぞいてみるのだ。

対象：１,２年生

調
しら

べてみよう

・のみ市
し

は、山
やま

から海
うみ

までにどんな生
い

きものがいるかしらべて

みよう。

・生
い

きものが、なにをしているかを話
はな

しあいましょう。

海
うみ

のちかくでは、おやどりがエサをは

こんできたり、たまごをまもったりす

るようすがみられるよ。

音
おん

せいガイドやにおいの出
で

るて

んじでは、耳
みみ

やはなや目
め

をつかっ

て学
まな

ぼうね。

げんかんの大
おお

きな太
たい

こが目
め

にとびこん

できたよ。「ドンドン　ドンドン」とた

たいて、村
むら

のお知
し

らせをしたんだって。

今
いま

ではぼうさい無
む

線
せん

だね。

うす暗
ぐら

い居
い ま

間は、はだか電
でん

球
きゅう

2 つだけ

なのだ。よく見
み

ると電
でん

化
か

製
せい

品
ひん

はなにも

ないのだ。

いろいろな道
どう

具
ぐ

がならんでいるから、何
なに

に使
つか

ったのか予
よ

想
そう

しながら説
せつ

明
めい

を聞
き

く

といいのだ。

ようこそ。

かわいいノミコビトたちが、のみ市
し

の

しぜんやれきしをしょうかいするのだ。

のみ市
し

は、山
やま

から海
うみ

までのしぜんがいっ

ぱいあるのだ。

山
やま

や川
かわ

や海
うみ

べにはめずらしい生
い

きもの

やしょくぶつがいるのだ。

いろりのまわりで食
しょく

事
じ

や仕
し

事
ごと

をしたの

だ。昔
むかし

のテーブルやイスのない生
せい

活
かつ

と

現
げん

在
ざい

の生
せい

活
かつ

をくらべて話
はな

し合
あ

うのだ。

SDGsへの取り組み

桶
おけ

胴
どう

太
だい

鼓
こ

タテ135㎝　直
ちょっ

径
けい

７９㎝の大きな太
たい

鼓
こ

だ。玄
げん

関
かん

やのき先
さき

につ

るした。まつりや虫
むし

送
おく

りでもたたいた。

いろりのある居
い

間
ま

板
いた

の間
ま

の中
ちゅう

央
おう

にいろりがある。

QRコードの音
おん せい

声ガイドを聞
き

くと

むかしの生
せい

活
かつ

がよくわかる。

昭
しょう

和
わ

がいっぱい

対象：３年生

調
しら

べてみよう

・今
いま

と昔
むかし

の道
どう

具
ぐ

を比
くら

べ、どんな変
へん

化
か

をしてきたか調
しら

べてみよう。

・昔
むかし

の道
どう

具
ぐ

はどんな材
ざい

料
りょう

で作
つく

られているか調
しら

べてみよう。




